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ることについて述べている。そして、本研究の研究対象とした Zr-Si/W (1 00) 陰極と Sc 一 ü/W (100) 陰極を
紹介し、それらの高温における表面キャラクタリゼtーションの意義について述べ、本研究の目的を明らかにしている。
第 2 章では、本研究に用いた表面研究の手法の原理について解説している D さらに、試料加熱時においても観測を
行うことができるように開発を行った実験装置について述べ、試料加熱時において観測が可能となった手法、及び今
後の課題を述べているo
第 3 章では、 Zr-Si/W (1 00) 陰極の表面に関して行った表面研究の結果より、 Zr-Si/W (100) 陰極ではビル
ドアップが起こっている可能性を指摘しているo さらに、 Zr-Si/W (1 00) 陰極の動作に関しての問題点を明らか
にし、今後の開発において考慮すべき点を指摘している。
第 4 章では、 Sc-ü/W (1 00) 陰極の表面に関して行った表面研究の結果より、 Sc-ü/W (1 00) 陰極では Sc­
O の電気二重層による仕事関数の低下が起こっている可能性が高いことを示しているo また、 Sc/W (1 00) 系にお
いて、スカンジウム層の成長初期過程が特異な傾向を示すことを見出したことも述べている。




















(2) Zr-Si/W (1 00) 系の表面キャラクタリゼーションを行い、 Zr-Si/W (1 00) 陰極ではビルドアッフ。が起こっ
ている可能性を指摘している。さらに、 Zr-Si/W (100) 陰極の動作に関する問題点を明らかにし、今後の開発
に指針を与えている o
(3) Sc一O/W (100) 系の表面キャラクタリゼーションを行い、 Sc-O/W (1 00) 陰極では仕事関数が低下してい





W (1 00) 陰極と Sc一O/W (1 00) 陰極の電子放出機構に関する知見について述べたものである。また本論文では、
モンテカルロシミュレーションによって得られた、二次電子放出に関する新しい知見も述べられている o これらの成
果は応用物理学、特に高温表面物性研究の今後の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文として
価値があるものと認める。
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